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■特集　しちのへ夏まつり 

■まちのできごとあれこれ 

■いきいきひろば 

■行政のひろば 

■保健情報 

■お知らせ 

 

　七戸町児童使節団（渡部喜代志団長）は、7月23日～25

日に岩手県遠野市で、また、8月1日に七戸町で、遠野市・

八戸市の児童と交流活動を行いました。  

　事前研修で七戸町の歴史や絵馬について学習した児童た

ちは、遠野市を訪問した際、そこでの絵馬が七戸町のもの

と似ていることから、同じ南部氏としてのつながりを実感。

そのほか、カッパ淵でのカッパ釣り体験や乗馬体験などを

通して仲間づくりを行いました。  

　また、七戸町での受け入れ活動では遠野市の児童と一緒

に銀細工を行ったり、山車展示館で祭ばやし体験をしたり

するなど、町の文化に親しみました。 

 

遠野市・八戸市と児童交流 遠野市・八戸市と児童交流 遠野市・八戸市と児童交流 

9

� � � � � � � �



道ノ上保育園 

榎林保育園榎林保育園 

道ノ上保育園 

天間みどり保育園 天間みどり保育園 

グランプリ新山さん（中）　準グランプリ宮澤さん（右）白石さん（左） グランプリ新山さん（中）　準グランプリ宮澤さん（右）白石さん（左） 

みよこレディコンテスト みよこレディコンテスト 

榎林保育園

 

　
七
戸
町
の
夏
、
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
し

ち
の
へ
夏
ま
つ
り
」
が
８
月
16
日
、
中
央

公
園
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

観
客
が
訪
れ
ま
し
た
。 

　
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
「
み
よ

こ
太
鼓
」
が
飾
り
、
勇
壮
な
演
奏
に
盛
ん

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
「
特
命
戦

隊
ゴ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
」
の
シ
ョ
ー
や
保
育

園
児
に
よ
る
お
遊
戯
、
二
ツ
森
神
楽
、
て

ん
ま
夢
創
会
、
八
甲
田
太
鼓
に
よ
る
郷
土

芸
能
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
郷
土
芸

能
発
表
の
途
中
で
雨
が
強
く
な
り
、
屋
内

に
会
場
を
移
す
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
芸
能
シ
ョ
ー
で

は
会
場
が
熱
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
は

じ
め
に
登
場
し
た
の
は
、
松
田
聖
子
さ
ん 

                 

 

の
モ
ノ
マ
ネ
で
お
な
じ
み
の
、
ま
ね
だ
聖

子
さ
ん
。
会
場
か
ら
は
「
聖
子
ち
ゃ
ん
コ

ー
ル
」
が
起
こ
る
な
ど
、
会
場
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
演
歌
歌
手
の

上
杉
香
緒
里
さ
ん
が
登
場
。
伸
び
や
か
な

歌
声
で
会
場
を
魅
了
し
、
大
き
な
拍
手
と

歓
声
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
特
設
会
場
で
は
「
子
ど
も
ば
ん

ば
レ
ー
ス
」
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
２
回
目

と
な
る
「
み
よ
こ
レ
デ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
」

も
開
催
。
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
フ
リ
ー

キ
ッ
カ
ー
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
に
は

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
行
列
が
で
き
て
い

ま
し
た
。
夜
に
は
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
盆
踊
り

大
会
が
行
わ
れ
、
最
後
は
花
火
が
夜
空
を

彩
る
な
ど
、
一
日
を
通
し
て
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
で
会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

第
６
回 

し
ち
の
へ
夏
ま
つ
り 

 



上杉香緒里さん 八甲田太鼓 

みよこ太鼓 

八甲田太鼓 

みよこ太鼓 

まねだ聖子さん 二ツ森神楽保存会二ツ森神楽保存会 

ゴーバスターズとあくしゅ 子どもばんばレース ナニャドヤラ盆踊り大会 

てんま夢創会 

二ツ森神楽保存会 

ゴーバスターズとあくしゅ 子どもばんばレース ナニャドヤラ盆踊り大会 

てんま夢創会 

　１　位　七戸ライオンズ①
　２　位　天間西ランナーズ 
　３　位　天間西ソフトボールＡ 
　特別賞　天間西ランナーズ 
 

　１　位　七戸ライオンズ① 
　２　位　天間西ランナーズ 
　３　位　天間西ソフトボールＡ 
　特別賞　天間西ランナーズ 
 

　最優秀賞　森の元気の会 
　優 秀 賞　表町ひまわりの会 
　奨 励 賞　花柳流すず桜会 
　　　　　　坪分館 
　　　　　　小川原湖エコマネー・ 
　　　　　　　　　ナニャドヤラ隊 
 

　最優秀賞　森の元気の会 
　優 秀 賞　表町ひまわりの会 
　奨 励 賞　花柳流すず桜会 
　　　　　　坪分館 
　　　　　　小川原湖エコマネー・ 
　　　　　　　　　ナニャドヤラ隊 
 



（4） 平成24年（2012）9月号 

熱戦！ 
  七戸町長杯サッカーフェスティバル 

 

 

愛ふるフェスタ2012inサマー開催　 

深緑を楽しむ　七里ウォーキング 
　　　　　  ～夏・天間ダムコース～ 

 

 

平和への誓い ～七戸町戦没者追悼式～ 

 

 

 

 

 

　七里ウォーキング～夏・天間ダムコース～が、７月

22日に開催されました。今回は、みちのく有料道路

の天間大橋から天間ダムを経由して、森林公園までの

道のりを、町内外からの参加者94人が歩きました。 

　約５.５kmの距離を１時間ほどかけて歩いた参加者

たちは、ふれあいセンターへと移動し、昼食に七戸町

かだれ田舎体験協議会会員の手作りカレーを食べてウォー

キングの疲れを癒していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　七戸サッカー協会（寺澤太郎会長）は７月28日、

29日の２日間、七戸総合運動公園多目的グラウンド

にて、七戸町長杯サッカーフェスティバルを開催しま

した。 

　この日は県内外から計17チーム、小学校１年生か

ら６年生まで約600人の児童が参加。子どもたちは、

照りつける夏の日差しの下で、はつらつとしたプレー

を繰り広げていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　平成24年度七戸町戦没者追悼式が８月10日、中央

公民館で行われ、戦争で家族を亡くされた遺族ら関係

者約100人が参列しました。式では、小又町長が追悼

の言葉を述べた後、町の児童・生徒を代表して天間舘

中学校の金見彩羽さんが平和への誓いを述べました。 

　その後、天間舘中学校吹奏楽部の演奏のなか、参列

者による献花が行われ、戦没者の冥福を祈りました。 

　また、８月15日には戦没者慰霊法要が南公民館で

行われた後、七戸川で灯ろう流しが行われ、戦没者の

御霊（みたま）を供養しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　七戸町社会福祉協議会（立崎義行会長）は８月２日、

イベント広場において愛ふるフェスタ2012inサマー

を開催しました。同イベントは、町内の児童、生徒と

福祉施設、福祉団体が協力し合い、地域の方々との交

流を深めることを目的として行われています。 

　会場では、ボランティア団体による出店があり、来

場者はくじ引きやフリーマーケットなどを楽しんでい

ました。また、ステージでは七中・城南小吹奏楽部の

演奏や町内幼稚園・保育園児によるダンスや和太鼓な

どで会場を沸かせました。 

 

 

 

 

いろは 



（5） 平成24年（2012）9月号 

 

 

 

 

　おはなしボランティアの会は７月16日、七戸神明

宮境内にて、第13回おはなしの杜を開催しました。

毎年海の日に行っているこのイベントでは、大型絵本

や神話の紙芝居の読み聞かせをしています。集まった

子どもたちは、ユーモラスなおはなしや日本の神話に、

真剣に耳を傾けていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

　七戸町社会福祉協議会（立崎義行会長）は７月25日、

子ども福祉体験スクールを開催しました。この福祉体

験スクールは、子どもたちが高齢者疑似体験を通じて、

高齢者に対する思いやりの心を育てるとともに、福祉

への関心や理解を深め、助け合う力を養うことを目的

に開催しています。子どもたちは、ヘッドホンを付け

て耳が聞こえにくい体験や、車椅子の体験などを通し

て、福祉への理解を深めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神明宮で読み聞かせ 
　　　　　　　  第13回おはなしの杜 

 

 

高齢者の買い物を疑似体験　　　　   
子ども福祉体験スクール 
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第63回青森県中学校体育大会夏季大会結果！ 
                                   

  

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

（
七
戸
中
学
校
） 

◆
団
体
戦
女
子 

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
　
第
２
位 

（
東
北
大
会
出
場
） 

　〈
メ
ン
バ
ー
〉 

　
　
　
亀
田
　
真
佑
、
新
堂
　
萌
衣
、 

　
　
　
山
谷
　
愛
実
、
山
口
　
優
奈
、 

　
　
　
瀬
川
　
佳
奈
、
新
堂
　
望
衣 

　
　
　
浦
田
　
早
絢 

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

鳥
谷
部
佳
祐
　
１
回
戦
敗
退 

奈
良
　
雅
裕
　
１
回
戦
敗
退 

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス 

江
刺
家
、
浦
田 
組
　
２
回
戦
敗
退 

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス 

山
谷
　
愛
実
　
２
回
戦
敗
退 

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス 

新
堂（
萌
）
、
亀
田 

組
　
第
　
５
　
位 

　
山
口
、
瀬
川 

組
　
第
　
５
　
位 

新
堂（
望
）
、
浦
田 

組
　
２
回
戦
敗
退 

    

卓
　
　
　
　
球 

（
天
間
舘
中
学
校
） 

◆
個
人
戦
男
子 

簗
田
　
晃
平
　
１
回
戦
敗
退 

◆
個
人
戦
女
子 

澤
田
　
侑
加
　
１
回
戦
敗
退 

蛯
名
　
　
梓
　
３
回
戦
敗
退 

（
榎
林
中
学
校
） 

◆
個
人
戦
男
子 

甲
田
　
智
也
　
２
回
戦
敗
退  

 

  

柔
　
　
　
　
道 

（
七
戸
中
学
校
） 

◆
個
人
戦
男
子 

　
50
㎏
級 鳥

谷
部
裕
太  

棄
　
　
　
権 

　
55
㎏
級 蛯

名
　
宥
馬  

１
回
戦
敗
退 

　
60
㎏
級 大

舘
　
丞
次  

第
　
５
　
位 

西
野
　
璃
矩  

１
回
戦
敗
退 

　
66
㎏
級 高

村
　
捷
汰  

２
回
戦
敗
退 

　
81
㎏
級 鳥

谷
部
宇
揮  

２
回
戦
敗
退 

◆
個
人
戦
女
子 

　
52
㎏
級 坪

　
　
夏
菜  

第
　
３
　
位 

荒
川
か
れ
ん  

２
回
戦
敗
退 

田
栗
　
琴
音  

１
回
戦
敗
退 

　
57
㎏
級 井

内
ひ
な
子  

１
回
戦
敗
退 

小
倉
　
千
穂  

１
回
戦
敗
退 

　
63
㎏
級 成

田
　
　
光  

第
　
５
　
位 

    

陸
　
　
　
　
上 

（
七
戸
中
学
校
） 

◆
共
通
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー 

　
　
　
予
選
敗
退 

　〈
メ
ン
バ
ー
〉 

　
　
　
山
口
　
朋
泰
、
大
池
　
　
黎
、 

　
　
　
山
口
　
竜
吾
、
　
松
　
祐
孝
、 

  

◆
共
通
男
子
４
０
０
ｍ 

　
松
　
祐
孝
　
第
１
位 

（
東
北
大
会
出
場
） 

◆
２
年
男
子
１
０
０
ｍ 

　
山
口
　
竜
吾
　
予
選
敗
退 

◆
共
通
男
子
四
種
競
技 

山
口
　
朋
泰
　
第
７
位 

◆
共
通
男
子
走
幅
跳 

大
池
　
　
黎
　
予
選
敗
退 

    

剣
　
　
　
　
道 

（
七
戸
中
学
校
） 

◆
団
体
戦
男
子 

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
　
第
３
位 

（
東
北
大
会
出
場
） 

　〈
メ
ン
バ
ー
〉 

　
　
　
塚
尾
　
右
恭
、
齊
藤
琳
太
郎
、 

　
　
　
中
野
渡
聖
奈
、
塚
尾
　
凌
河
、 

　
　
　
小
栗
　
颯
真
、
作
田
京
太
郎
、 

　
　
　
藤
嶋
　
章
平 

◆
団
体
戦
女
子 

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
　
１
回
戦
敗
退 

　
〈
メ
ン
バ
ー
〉 

　
　
　
佃
　
　
美
香
、
佐
々
木
　
唯
、

　
　
　
大
平
　
　
希
、
坪
　
ほ
の
か
、

　
　
　
大
浦
の
の
か
、
金
見
あ
や
か
、

　
　
　
森
田
　
宇
美 

◆
個
人
戦
男
子 

　
　
塚
尾
　
凌
河
　
第
　
３
　
位 

塚
尾
　
右
恭
　
１
回
戦
敗
退 

◆
個
人
戦
女
子 

　
　
佐
々
木
　
唯
　
１
回
戦
敗
退 

　
　
坪
　
ほ
の
か
　
１
回
戦
敗
退  

（
天
間
舘
中
学
校
） 

◆
個
人
戦
男
子 

　
　
長
山
　
和
寛
　
４
回
戦
敗
退 

    

水
　
　
　
　
泳 

（
天
間
舘
中
学
校
） 

◆
女
子
５
０
ｍ
自
由
形 

　
　
坪
　
　
夏
歩
　
予
選
敗
退 

◆
男
子
２
０
０
ｍ
自
由
形 

　
福
田
　
優
祈
　
予
選
敗
退 

◆
男
子
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ 

　
田
　
　
開
　
予
選
敗
退       

 

（
七
戸
中
学
校
） 

●
平
成
24
年
７
月
29
日 

　
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

第
54
回
青
森
県
大
会 

中
学
校
小
編
成
の
部
　
金
　
賞 

（
東
北
大
会
出
場
） 

 

（
天
間
舘
中
学
校
） 

●
平
成
24
年
７
月
29
日 

　
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

第
54
回
青
森
県
大
会 

中
学
校
小
編
成
の
部
　
銅
　
賞 

  

 

そ
の
他
の
大
会 

 

　第63回青森県中学校体育大会夏季大会が７月15日から16日にかけて開催され、各会場において熱戦が繰り広

げられました。 

　今回の大会では、七戸中学校のバドミントン部団体戦女子、剣道部団体戦男子、陸上競技部共通男子400ｍに

おいて東北大会出場など、各競技において好成績をおさめ大健闘しました。結果は下記の通りです。 



お知らせ　両館では「敬老の日におすすめする本」の展示を行っていますので、ぜひご利用ください。 
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《
短
　
歌
》 

 

　
七
戸
群
青
短
歌
会 

 

清
冽
な
流
れ
に
磨
か
れ
川
底
の 

　
　
　
き
ら
め
く
砂
に
鮎
の
影
見
ゆ 

福
士
孝
衛 

 

菜
の
花
の
つ
よ
く
香
れ
る
野
の
果
て
に 

　
　
　
列
な
す
白
き
風
車
が
ま
わ
る 

大
串
靖
子 

 

わ
れ
の
旧
姓
と
同
姓
同
名
の
人
の
あ
り 

　
　
　
全
国
版
の
歌
壇
に
載
り
ぬ 

橋
本
都
志
子 

 

北
側
の
森
を
眺
め
つ
コ
ー
ヒ
ー
を 

　
　
　
な
に
か
楽
し
い
普
通
の
朝
に 

小
原
璋
子 

　
天
間
林
短
歌
会 

 

来
べ
く
し
て
来
べ
き
日
本
に
来
た
り
け
り 

　
　
　
よ
う
こ
そ
キ
ー
ン
・
ド
ナ
ル
ド
先
生 

佐
藤
悠
一 

 

早
天
の
小
鳥
の
さ
え
ず
り
さ
え
ざ
え
て 

　
　
　
ひ
と
と
き
ほ
ん
に
恵
み
と
な
り
ぬ 

高
田
洋
子 

 

二
年
目
の
秋
を
迎
ふ
る
被
災
地
の 

　
　
　
誰
も
が
み
ん
な
不
安
な
眼
ざ
し 

哘
崎
ア
イ
子 

 

羽
根
の
な
き
扇
風
機
の
前
に
立
ち
て 

　
　
　
驚
き
な
が
ら
風
受
け
る
か
な 

原
信
子 

      

《
俳
　
句
》 

 

生
き
て
迎
ふ
原
爆
忌
な
り
祈
る
べ
し 

福
田
露
幸 

鉛
筆
の
先
み
な
削
る
夜
の
秋 

和
田
馴
二 

す
や
す
や
と
眠
る
幼
子
夜
の
秋 

新
田
純
治 

点
一
つ
確
か
む
辞
書
や
夜
の
秋 

駒
ヶ
嶺
峯 

夜
の
闇
が
溜
息
つ
き
て
残
暑
か
な 工

藤
敦
子 

夜
の
秋
肌
掛
け
そ
ば
に
寄
せ
て
置
く 

天
間
ス
ヱ 

 

《
川
柳
》「
思
い
や
り
」 

 

そ
の
こ
と
に
触
れ
ぬ
話
題
の
思
い
や
り 

幸 

思
い
や
り
示
せ
ば
絆
太
く
な
る 

香 

息
子
か
ら
た
ま
の
電
話
に
癒
さ
れ
る 

布
実 

白
髪
増
え
シ
ル
バ
ー
席
に
導
か
れ 

陽
湖 

【中央図書館】 【中央公民館図書室】 

文
芸
欄 

文
芸
欄 

新 着 図 書 情 報 ■９月の休館日…17日（月）、22日（土）、27日（木） ■問 合 せ 先…中　央　図　書　館  ☎62－2119 
　　　　　　　　中央公民館図書室  ☎68－2920 
 

な 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

書 名  

三匹のおっさん　ふたたび 

ビブリア古書堂の事件手帖 1～3 

お宝発掘！ナンシー関 
 
発掘された日本列島2012 
特集 東日本大震災における文化財保
護のとりくみ －新発見考古速報－ 

最新47都道府県危険度マップ 
－もし大地震が来たら？－ 

人体のしくみ 
（Ｎｅｗｔｏｎ ｉｍｏｏｋ） 

「働くパパ」の時間術　 
－仕事も家事も育児もうまくいく！－ 

うちの子、言葉が遅いかな？　 
－どんどん言葉が増えていく遊び方－ 

おもいのたけ 

ツリーハウス 

等　一般書　44冊　児童書　19冊 
（7/1～7/31　登録分） 

書 名  

贖罪 

信長死すべし 

あなたが愛した記憶 

家に帰ると妻が必ず死んだ振り
をしています。○～○ 

自分の財産 

ラブソファに、ひとり 

妊婦食堂ー現代妊婦さんの低栄養
を解決する「定食」レシピBOOK－ 

ラーメンマップ 
青森・岩手・秋田 

なつやさいのなつやすみ（絵本） 

みんなのはなび（絵本） 

　一般書　17冊　児童書　3冊 
（7/9～8/10　登録） 

著 者 名  

有 川 　 浩  

三 上 　 延  

ナ ン シ ー 関  

文 化 庁（編） 

稲 垣 秀 輝  

 

栗 田 正 行  

金 子 　 保  

田島　征三（絵） 
きむらゆういち（文） 

ロナルド・トルマン 
マライヤ・トルマン 
 

著 者 名  

湊　  かなえ 

山 本 兼 一  

誉 田 哲 也  

K.Kajunsky（作） 
i c h i d a（漫画） 

曽 野 綾 子  

石 田 衣 良  

妊婦食育研究会 

石 山 勇 人  

林　　木林（作） 
柿田ゆかり（絵） 

おくはら ゆめ 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

1 2
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「
し
ち
の
へ
活
性
化
大
賞
」
が
決
定
！ 

七戸中学校野球部 

天間東ファイヤーガールズスポーツ少年団 

　「
七
戸
町
長
杯
」
兼
「
七
戸
地
区
防
犯
」
野
球
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
７
月
30
日
か
ら
２
日
間
、

七
戸
・
天
間
林
地
区
の
各
会
場
に
お
い
て
行
わ
れ
、

全
21
チ
ー
ム
、
約
300
人
の
選
手
た
ち
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。 

　
大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
優
勝
・
準

優
勝
の
み
掲
載
） 

 【
小
学
生
野
球
競
技
】 

　
優
　
勝
　
蛯
沢
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
準
優
勝
　
上
北
小
学
校
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

 【
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
】 

　
優
　
勝
　
天
間
東
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ガ
ー
ル
ズ 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
準
優
勝
　
甲
地
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル ス

ポ
ー
ツ
少
年
団 

 【
中
学
生
野
球
競
技
】 

　
優
　
勝
　
七
戸
中
学
校 

　
準
優
勝
　
東
北
中
学
校 

 【
中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
】 

　
優
　
勝
　
上
北
中
学
校 

　
準
優
勝
　
天
間
舘
中
学
校 

    

　「
し
ち
の
へ
活
性
化
大
賞
」
の
表
彰
式
が
８
月
16
日
し
ち

の
へ
夏
ま
つ
り
で
行
わ
れ
、
大
賞
に
「
七
戸
町
文
化
ガ
イ
ド

の
会
」
と
「
青
森
県
立
七
戸
高
等
学
校
」
の
２
団
体
が
、
奨

励
賞
に
「
青
森
県
立
七
戸
養
護
学
校
」
の
１
団
体
が
選
ば

れ
、
小
又
町
長
よ
り
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　「
七
戸
町
文
化
ガ
イ
ド
の
会
」
は
、
平
成
12
年
４
月
に
設

立
さ
れ
会
員
は
現
在
18
名
で
す
。
東
北
新
幹
線
七
戸
十
和
田

駅
開
業
後
、
同
駅
に
併
設
さ
れ
て
い
る
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
七
戸
町
を
訪
れ
る
観
光
客
等
へ
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

紹
介
や
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
小
学
校
の
校

外
活
動
で
、
町
内
の
史
跡
や
名
所
、
先
人
の
取
組
み
な
ど
を

紹
介
す
る
活
動
も
行
っ
て
お
り
、
町
の
文
化
継
承
や
観
光
振

興
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　「
青
森
県
立
七
戸
高
等
学
校
」
は
、
平
成
18
年
か
ら
、
し

ち
の
へ
秋
ま
つ
り
流
し
踊
り
に
全
校
生
徒
及
び
教
職
員
が
総

出
で
「
ト
ラ
ジ
ョ
サ
ン
バ
」
を
踊
り
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
２
年
か
ら
カ
シ
ス
の
栽
培
に
取
り
組
み
、
自
家
製

カ
シ
ス
ジ
ャ
ム
の
開
発
・
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
東
北
新
幹

線
七
戸
十
和
田
駅
開
業
の
際
に
は
修
学
旅
行
先
の
東
京
有
楽

町
で
、
カ
シ
ス
ジ
ャ
ム
の
ほ
か
町
の
特
産
品
を
販
売
す
る
な

ど
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
も
実
施
し
ま
し
た
。
学
校
を
挙
げ
て

の
取
り
組
み
が
、
地
域
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。 

 

　「
青
森
県
立
七
戸
養
護
学
校
」
は
、
平
成
17
年
か
ら
生
徒

た
ち
が
作
業
学
習
の
時
間
に
近
隣
施
設
や
、
道
路
の
清
掃
活

動
を
し
て
お
り
、
冬
期
間
は
通
学
路
の
除
雪
作
業
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
か
ら
は
七
戸
高
校
と
共
同
で
学
校

周
辺
歩
道
花
壇
に
花
植
え
活
動
を
し
、
平
成
23
年
か
ら
は
東 

    

北
新
幹
線
七
戸
十
和
田
駅
に
向
か
う
道
路
に
あ
る
鉢
植
え
の

つ
つ
じ
の
管
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。
環
境
美
化
活
動
に
継
続

的
に
取
り
組
み
、
町
の
魅
力
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第8回「七戸町長杯」兼「七戸地区防犯」 
野球・ソフトボール大会開催 

第8回「七戸町長杯」兼「七戸地区防犯」 
野球・ソフトボール大会開催 

左から七戸町文化ガイドの会、青森県立七戸高等学校、青森県立七戸養護学校 
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叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

　
長
年
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
、
次
の
方
が
第
18
回
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

 

瑞
宝
単
光
章
　
竹
ヶ
原
　
勝
男
　
氏 

  

 

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
61
歳
・
川
去
） 

　
防
衛
功
労
（
元 

准
陸
尉
） 

二
宮
櫻
さ
ん
・
鳥
谷
部
志
穂
さ
ん 

全
国
高
等
学
校
珠
算
・
電
卓
競
技
大
会
報
告 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　
松
祐
孝
君
（
七
戸
中
３
年
） 

全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
出
場
！ 

    

　
８
月
19
日
〜
22
日
、
千
葉
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
・
千
葉

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
第
39
回
全
日
本

中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
七
戸
中
学
校

３
年
生
の
　
松
祐
孝
君
が
、
大
会
に
向
け
て
町
長
を
訪
問

し
ま
し
た
。
七
戸
中
学
校
か
ら
は
初
の
全
国
大
会
出
場
。

　
松
君
は
、
「
上
の
順
位
を
目
指
せ
る
よ
う
に
日
々
の
練

習
を
頑
張
り
た
い
。
気
持
ち
だ
け
は
負
け
な
い
よ
う
に
、

優
勝
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
」
と
、
抱
負
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。 

                      

    

　
７
月
31
日
、
東
京
都
立
大
田
桜
台
高
等
学
校
で
行
わ
れ

た
全
国
高
等
学
校
珠
算
・
電
卓
競
技
大
会
に
出
場
し
た
二

宮
櫻
さ
ん
（
三
沢
商
業
高
校
３
年
・
七
戸
中
）
と
鳥
谷
部

志
穂
さ
ん
（
同
２
年
・
天
間
舘
中
）
が
、
結
果
報
告
の
た

め
来
庁
し
ま
し
た
。
二
宮
さ
ん
は
、
団
体
総
合
競
技
珠
算

の
部
で
３
位
、
個
人
総
合
で
２
等
、
読
上
暗
算
で
３
等
に

入
賞
、
鳥
谷
部
さ
ん
は
、
団
体
総
合
競
技
電
卓
の
部
で
準

優
勝
、
個
人
総
合
３
等
、
伝
票
算
３
等
に
入
賞
す
る
な
ど
、

輝
か
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。 

 

    

　
七
戸
町
建
設
業
協
同
組
合
（
南
亮
一
会
長
）
は
８
月
４
日
、
環

境
美
化
活
動
の
一
環
と
し
て
、
学
校
周
辺
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 



 

 

 
【後納制度（国民年金保険料の納期限の延長）が始まります】 

　国民年金制度は、20歳から60歳に到達するまでの40年の間に国民年金保険料を納めていただくことで満

額の老齢基礎年金を受給することができます。 

　しかしながら、保険料を納められなかった期間がある場合や資格取得などの届出忘れにより国民年金の資

格期間がない場合には、将来の年金受給額が少なくなったり、年金そのものが受給できなくなってしまうこ

と（保険料納付や免除等の合計が25年（300月）未満の場合）があります。 

　このような事態を避けるため、平成24年10月1日から、国民年金保険料の納めることができる期間が過去

2年から10年に延長となる後納制度が始まります。具体的には、平成14年10月分以降の納められなかった保

険料を納めることができるようになります。（注） 

　ただし、既に老齢基礎年金の受給権をお持ちの方は、納めることができません。 

　なお、後納保険料を納付するためには事前にお申込いただき審査させていただくことになります。審査の

結果、後納制度による納付をご利用いただけない場合があります。 

　詳しくは、「国民年金保険料専用ダイヤル」０５７０－０１１－０５０またはお近くの年金事務所へお問

合せください。 

　注）後納保険料を納付できる期間は、平成24年10月1日から平成27年9月30日までの3年間です。 

 
 

９月の移動年金相談日　９月26日（水）　七戸町柏葉館　午前10時30分から午後３時 
 

完全予約となっていますので、予約を忘れずに。 
 

○予約及び問合せ先 

青森年金事務所☎017－734－7498　町民課☎68－2115　庶務課☎62－2111 
 

 
 
 
 
 

平成24年９月12日(水)　10時30分ごろ実施します 
 

　七戸町では、地震・津波や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）（※）から

送られてくる国からの緊急情報を、さまざまな情報伝達手段を用いて確実に皆様へお伝えするため、町内で

緊急情報伝達手段の試験を行います。 

　七戸町が当日実施する試験は次のとおりです。 

情報伝達手段　防災行政無線 

内　　　　容　防災行政無線チャイム　 

　　　　　　　＋「こちらは、ぼうさいしちのへこうほうです。」　 

　　　　　　　＋「これは、試験放送です。」×３ 

　　　　　　　＋「こちらは、ぼうさいしちのへこうほうでした。」 

　　　　　　　＋　防災行政無線チャイム 

 

  注）七戸町以外の地域でも、全国的に様々な情報伝達手段で試験が実施されます。 

（※）Ｊ－ＡＬＥＲＴ（ジェイ・アラート）とは、地震・津波や武力攻撃などの災害時に国から送られてく

　　 る緊急情報を人工衛星などを活用して瞬時に情報伝達するシステムです。 

 
○問合せ先　総務課☎68－2111

国民年金からのお知らせ 国民年金からのお知らせ 

 

防災行政無線を用いた全国一斉の緊急情報の伝達試験 防災行政無線を用いた全国一斉の緊急情報の伝達試験 

 
ジェイ・アラート 
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分館名 

白 石  

坪 

哘 

道ノ上 

中 野  

天間舘 

森ノ上 

花 松  

榎 林  

二ツ森 

李 沢  

開 催 日 時 

９月15日（土） 
　午前11時～ 
９月16日（日） 
　午前10時～ 
９月16日（日） 
　午前11時～ 
９月16日（日） 
　午前11時～ 
９月16日（日） 
　午前10時～ 
９月16日（日） 
　午前11時～ 
９月16日（日） 
　午前11時～ 
９月15日（土） 
　午前11時～ 
９月16日（日） 
　午前11時～ 
９月16日（日） 
　午前11時～ 
９月16日（日） 
　午前11時～ 
 
 

開 催 場 所 

白石地区 
コミュニティセンター 
坪地区農産物加工等施設 
（坪地区集会所） 

哘地区集会所 

道ノ上 
コミュニティセンター 

中野地区コミュニティセンター 

天間林農村環境改善センター 

森ノ上コミュニティセンター 

四ケ村集会所 
 
榎林地区農産物加工等施設 

二ツ森地区 
コミュニティセンター 

李沢地区集会所 

 

天間林地区75歳以上のみなさまへ 
 

敬老会のお知らせ 
 

　天間林地区では、75歳以上の方を対象に、「敬老会」

を開催します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七戸地区70歳到達者のみなさまへ 
 

盛年式のお知らせ 
 

　七戸地区では、70歳到達者並びに顕彰者をご招待

し、「盛年式」を開催します。 
 

○日　時　９月14日（金）　午前11時から 

○場　所　柏葉館 

○内　容　記念式典、アトラクション 

○対象者 

　・70歳到達者 

　　（昭和17年４月１日～昭和18年３月31日生） 

　・90歳顕彰者 

　　（大正11年４月１日～大正12年３月31日生） 

　・100歳顕彰者 

　　（明治45年４月１日～大正２年３月31日生） 

　・101歳以上顕彰者 

　　（明治44年９月15日以前の出生者） 

　・88歳到達者夫婦顕彰者 

　　（夫婦のどちらかが大正13年4月1日～大正14

　　　年３月31日までの間に出生し、かつ、ともに

　　　満88歳以上となる夫婦） 

 

○問合せ先　健康福祉課　☎68－3500
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『からだリセット教室』のご案内 
 

～40歳を過ぎたら「生活習慣病予防対策」～ 
 
　壮年期の方（30歳～64歳）を対象に日常生
活の中に上手に取り入れる食事や運動の工夫
を紹介します。  
期　日　10月9日（火）午後6時～7時30分 
場　所　南公民館 
内　容 
　①無理はNG！ちょっぴり食事大革命（30分) 
　②「ながら運動」「ついで運動」大作戦（60分) 
＊参加費無料。事前に健康福祉課へお申込み
　下さい。 
 

 

◎10月の献血のお知らせ 
 
　より多くの方のご協力をお願いします。 

日　程　10月4日（木） 
　JAゆうき青森天間林支所　9時30分～12時 
　　※七戸町赤十字奉仕団より、そばの提供があります。 

　公立七戸病院　　　　　　13時30分～16時 
○：実施する　　×：実施しない 

 

月　日 

 

9月23日(日) 

9月24日(月) 

9月25日(火) 

10月1日(月) 

10月2日(火)

 

場　所 

 

 

柏 

葉 

館 

 

特定健診 

（メタボ健診） 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

胃・肺・大

腸・前立腺 

がん検診 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

乳・子宮 

がん検診 

× 

○ 

○ 

× 

× 

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り 

   

健
康
福
祉
課
☎
６
８
―
４
６
３
１ 

 

◎
自
殺
予
防
週
間 

 

９
月
10
日
〜
16
日 

 

〜
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、 

み
ん
な
で
声
を
か
け
あ
お
う
〜 

 

★
「
き
づ
き
」
家
族
や
仲
間
の

　
変
化
に
気
づ
い
て
声
を
か
け
る
。 

 

★
「
傾
　
聴
」
本
人
の
気
持
ち

　
を
尊
重
し
、
耳
を
傾
け
る
。（
話

　
を
じ
っ
く
り
聴
き
、
気
持
ち
を

　
肯
定
的
に
受
け
止
め
る
。
否
定

　
し
た
り
意
見
は
言
わ
な
い
） 

 

★
「
つ
な
ぎ
」
早
め
に
専
門
家

　
に
相
談
す
る
よ
う
に
促
す
。 

 

★
「
見
守
り
」
温
か
く
寄
り
添

　
い
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と
見
守

　
る
。 

 

■
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座 

「
聴
き
上
手
に
な
ろ
う
」
を
開
催 

　
７
月
25
日
（
水
）
、
８
月
７
日
（
火
）、

８
月
31
日（
金
）の
３
日
間
、
中
央
公

民
館
を
会
場
に
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
殺
率
が
高
い
七
戸
町
に

お
い
て
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が

”傾

聴
“
を
心
が
け
る
こ
と
で
、
人
間

関
係
を
良
好
に
し
、
生
き
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
高
め
、
自
殺
を
予
防
す
る
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。 

　
第
１
回
目
は
、
町
民
40
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
町
保
健
師
か
ら
町
の
健

康
問
題
と
講
座
開
催
の
目
的
に
つ
い

て
の
お
話
の
後
、
傾
聴
の
第
一
人
者

で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ホ
ー
ル
フ
ァ
ミ

リ
ー
ケ
ア
協
会(

東
京
都)

理
事
長
の

鈴
木
絹
英
氏
よ
り
「
よ
い
聴
き
手
に

な
る
た
め
に
」
と
題
し
講
演
が
あ
り

「
傾
聴
す
る
こ
と
で
、
心
に
栄
養
を

与
え
、
そ
の
人
の
持
っ
て
い
る
回
復

力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
「
傾

聴
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
ア
イ
コ
ン
タ
ク

ト
・
笑
顔
・
う
な
づ
き
で
あ
る
」「
話

す
相
手
が
主
人
公
。
聞
き
上
手
は
話

さ
な
い
」
等
、
多
く
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。 

         

　 　
そ
の
後
、
実
際
に
２
人
ペ
ア
に
な

り
、
お
互
い
に
相
手
の
話
を
傾
聴
す

る
演
習
を
し
合
い
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
方
か
ら
「
話
を
じ
っ
く

り
聴
く
こ
と
が
、
と
て
も
難
し
い
こ

と
だ
と
実
感
し
た
」
「
話
を
聴
い
て

も
ら
っ
た
ら
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
。」
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。 

          

　
普
段
の
人
間
関
係
を
良
好
に
す
る

に
は

”傾
聴
あ
り
き
“
。
参
加
者
一

人
ひ
と
り
が
普
段
の
人
間
関
係
を
見

直
し
、
誰
で
も
が
で
き
る
第
一
歩
と

し
て

”
傾
聴
“
を
学
ぶ
機
会
に
な

り
ま
し
た
。 

 

◎
結
核
予
防
週
間 

 
９
月
24
日
〜
30
日 

 

『
長
引
く
せ
き
は 

結
核
の
サ
イ
ン
か
も
』 

　
結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
本
で
は
、
年
間
約
二
万
三

千
人
の
新
規
患
者
が
発
生
し
、
約
二

千
人
以
上
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
症
状
は
風
邪
に
似
て
い
ま
す
が
、

咳
や
タ
ン
が
２
週
間
以
上
続
い
た
り
、

体
の
だ
る
さ
や
微
熱
・
急
激
な
体
重

減
少
が
あ
っ
た
場
合
は
、
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

 

◎
総
合
健
診
の
ご
案
内 
 

　
９
月
と
10
月
に
実
施
す
る
総
合
健

診
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
受
付
時
間
】 

◆
総
合
健
診 

　
午
前
６
時
30
分
〜
８
時
30
分 

◆
婦
人
検
診 

　
午
前
11
時
〜
午
後
０
時
45
分 

　
す
で
に
申
込
さ
れ
た
方
は
、
ご
自

宅
に
郵
送
さ
れ
る
問
診
票
な
ど
の
書

類
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

　
こ
れ
か
ら
申
込
み
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
医
療
保
険
の
種
類
や
年
齢
等

に
よ
り
受
診
で
き
な
い
項
目
が
あ
り

ま
す
の
で
、
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
確

認
の
う
え
、
お
早
め
に
申
込
み
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

   

　 

       

講義「よい聴き手になるために」 

 

演習「相手の話をじっくり聴く」 
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上十三保健所健康相談等日程 
 

＊利用される方は受付時間を厳守してください。 

　また、なるべく事前に予約をしてご利用ください。 
 

〈場　所〉　上十三保健所　　〈問合せ〉　☎23－4261 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※一部変更となる場合もありますので、ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

月　日 

9．  4（火） 

9．  6（木） 

9．  4（火） 

9．18（火） 

9．  4（火） 

9．18（火） 

9．  4（火） 

9．18（火） 

9．25（火） 

 

9．19（水） 

 

9．18（火） 

 

9．19（水） 

 

 

 

 

 

 

 

種 　 別  

結核健康診断 

及び精密検診 

ＱＦＴ検査 

ＨＩＶ(エイズ) 

に関する相談 

Ｂ型及びＣ型 

肝炎検査（有料） 

骨髄バンク 

登録相談 

療育相談 

 

女性健康相談 

 

精神保健福祉相談 

 

 

 

 

 

 

 

受 付 時 間  

9：00～11：00 

 

9：00～11：00 

 

13：00～14：00 

（告　知） 

11：00～12：00 

9：00～10：00 

継続   9：30～10：30 

新規 10：30～11：30 

10：00～10：30 

 

13：00～14：00 

 

 

対 象 等  

結核患者家族及び接

触者、結核登録患者 

家族・接触者で必要

な方 

一般県民 

 

一般県民 
 

骨髄バンク登録希望

者 
 

発達が気になる児童 

思春期から更年期に

至る女性 

精神・神経・飲酒等の

相談 

 

 

 

 

 

「認知症サポーター養成講座」のご案内 
 

認知症サポーター養成講座とは 
　この講座は、認知症について正しく理解し、
偏見を持たず、認知症の人や家族を温かく見
守る支援者として、自分のできる範囲で活動
することを目的に町内会、学校、商店街、職場、
仲間同士の集まり等にキャラバン・メイトを
講師として派遣します。 

講座の内容は？ 
　ビデオ上映や寸劇を交えた約60～90分の講
義です。受講される方の特性に合わせて実施
します。 

申込み方法 
　グループ名、連絡先、希望日時、会場、参
加予定人数（少人数可）等を問合せ先まで連
絡ください。 

問合せ先 
　七戸町字森ノ上359－5 
　七戸町地域包括支援センター 
　（天間林保健センター健康福祉課内） 
　☎68－3500　FAX68－3536 
 

 



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

       

　
総
務
省
統
計
局
（
青
森
県
・
七
戸
町
）

で
は
、
10
月
１
日
現
在
で
就
業
構
造
基

本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。 

　
こ
の
調
査
は
、
国
民
の
ふ
だ
ん
の
就

業
・
不
就
業
の
状
態
を
詳
細
に
把
握
す

る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
政
策
を
始
め
経

済
政
策
な
ど
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。 

　
調
査
す
る
地
域
は
、
全
国
か
ら
統
計

理
論
に
基
づ
き
無
作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。

お
住
ま
い
の
地
域
が
調
査
対
象
と
な
り

ま
し
た
場
合
は
、
地
域
の
世
帯
の
確
認

の
た
め
、
９
月
以
降
、
調
査
員
が
皆
さ

ま
の
お
宅
に
訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
、

調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
調

査
票
へ
の
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
就
業
構
造
基
本
調
査
に
よ
り
集
め
ら

れ
た
情
報
は
、「
統
計
法
」
と
い
う
法

律
に
よ
り
厳
重
に
保
護
さ
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま
を
お
答
え
く
だ

さ
い
。 

     

　
長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ
た

功
績
を
た
た
え
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
左
記
の
対
象
者
に

長
寿
祝
い
金
を
贈
呈
し
ま
す
。 

　
該
当
者
に
は
通
知
し
て
お
り
ま
す
が
、

ご
不
明
の
点
は
健
康
福
祉
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

88
歳
到
達
者 

　
大
正
13
年
４
月
１
日
か
ら 

大
正
14
年
３
月
31
日
ま
で
の
出
生
者 

贈

呈

額
　
３
万
円 

贈
呈
方
法
　
口
座
振
込
み
に
よ
り
支
給 

　
９
月
中
旬
（
予
定
） 

     

　
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
、
不
要
に
な

っ
た
け
れ
ど
捨
て
ら
れ
な
い
…
と
い
う

本
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
図
書
館
が
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
、「
本

の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」
に
て
再
活
用
致
し

ま
す
。（
10
月
27
日
〜
28
日
開
催
「
し

ち
の
へ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」

会
場
内
で
、
本
の
無
料
交
換
会
を
実
施

し
ま
す
。） 

　
左
記
の
日
程
で
、
事
前
に
古
本
・
古

雑
誌
を
受
付
致
し
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

受
付
日
時
　
９
月
13
日
〜
10
月
25
日 

（
祝
日
を
除
く
） 

　
　
　
午
前
９
時
15
分
〜
午
後
６
時 

受
付
場
所
　
七
戸
南
公
民
館
　
事
務
室 

内
　
　
容
　
不
要
に
な
っ
た
書
籍
の
受
付 

※
当
日
、会
場（
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

　
ー
）へ
の
持
ち
込
み
も
大
歓
迎
で
す
。 

     

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用

し
て
汚
水
を
浄
化
す
る
た
め
、
適
正
な

管
理
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
浄
化

槽
法
で
は
次
の
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。 

①
定
期
的
な
保
守
点
検 

②
年
１
回
の
清
掃 

③
法
定
検
査
の
受
検
（
使
用
開
始
後
及

　
び
年
１
回
） 

　
法
定
検
査
は
、
社
団
法
人
青
森
県
浄

化
槽
検
査
セ
ン
タ
ー
が
行
い
ま
す
。
ま
た
、

浄
化
槽
の
使
用
開
始
時
や
廃
止
時
、
所

有
者
の
変
更
時
な
ど
に
は
、
八
戸
環
境

管
理
事
務
所
へ
の
届
出
等
が
必
要
で
す
。 

       

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
新
幹
線
の
シ
ス

テ
ム
等
確
認
の
た
め
に
走
行
試
験
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
仙
台
〜
新
青
森
間
（
往
復
） 

　
９
月
29
日
夜
（
９
月
29
日
午
後
11
時

ご
ろ
〜
30
日
午
前
５
時
ご
ろ
） 

※
都
合
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。 

     

　
七
戸
高
校
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
、
地

域
の
方
に
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
年
度
も
「
公
開
授
業
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
観
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
９
月
19
日（
水
）　 

　
　
　
　
午
前
８
時
50
分
〜 

午
後
３
時
15
分 

※
職
員
玄
関
か
ら
お
入
り
に
な
り
、
ご 

　
自
由
に
参
観
く
だ
さ
い
。 

（
保
護
者
の
方
は
生
徒
玄
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
） 

     

　
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
社
会
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
出
前
授
業
を
開
催
し

ま
す
。
天
間
西
小
の
６
年
生
44
名
が
参

加
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。 

期
　
日
　
９
月
29
日（
土
） 

場
　
所
　
七
戸
中
央
公
民
館 

時
　
間
　
午
後
12
時
45
分
〜
１
時
50
分 

デ
モ
体
験 

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

ア
イ
デ
ア
発
表 
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古

本

を

 

リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

七
戸
中
央
図
書
館 
☎
６
２-

２
１
１
９ 

浄

化

槽

を

 

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う 

 

八
戸
環
境
管
理
事
務
所 

 

☎
０
１
７
８-

２
７-

５
１
１
１ 

七
戸
高
校「
公
開
授
業
」の

お

知

ら

せ

 

 

青
森
県
立
七
戸
高
等
学
校  

教
務
部 

 

☎
６
２-

４
１
１
１ 

平
成
24
年
度
ユ
ビ
キ
タ
ス 

出

前

授

業

開

催

 

 

天
間
西
小
学
校 

☎
６
８-

２
０
２
９ 

新

幹

線

走

行

試

験

 

ご

協

力

の

お

願

い

 

 
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社 

盛
岡
支
社
設
備
部 

 

☎
０
１
９-

６
２
５-

４
０
６
５ 

就
業
構
造
基
本
調
査
に 

ご

協

力

く

だ

さ

い

 

　
企
画
財
政
課 

☎
６
８-

２
９
４
０ 　 

平
成
24
年
度 

七
戸
町 

長
寿
祝
い
金
の
贈
呈
に
つ
い
て 

　
健
康
福
祉
課 

☎
６
８-

３
５
０
０ 　 



催
し
な
ど

催
し
な
ど 
催
し
な
ど 

町

民

登

山
（

秋

季

） 

参

加

者

募

集

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

☎
６
２-

９
７
０
６  

                                            

                                   

                      

お
詫
び
と
訂
正 

 

　
広
報
８
月
号
に
掲
載
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
記
事
に
、一

部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

 (

誤) 

七
戸
町
建
設
業
協
会 

　
 

(

正) 

青
森
県
建
設
業
協
会
上
北
支
部
 

 

建
設
経
営
研
究
会
 

会
長
 
柏 

崎 

正 

文
 

      

　 　
東
北
馬
力
七
戸
大
会
を
左
記
日
程
で

開
催
い
た
し
ま
す
。 

　
多
数
の
お
客
様
の
御
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

日
　
時
　
９
月
９
日（
日
）午
前
８
時
〜 

場
　
所
　
青
森
県
家
畜
市
場
構
内 

     

日
　
時 

　
９
月
30
日（
日
）午
前
７
時 

役
場
七
戸
庁
舎
出
発 

場
　
所 

　
白
神
山
地
　
暗
門
の
滝
登
山
道 

　
（
西
目
屋
村
ア
ク
ア
グ
リ
ー
ン 

ビ
レ
ッ
ジ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
） 

対
　
象
　
小
学
生
以
上
の
七
戸
町
民 

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
） 

募
集
定
員
　
先
着
30
名 

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。 

持

ち

物
　
昼
食
、
雨
具
、
着
替
え
、

　
そ
の
他
登
山
に
必
要
な
も
の 

申
込
締
切
　
９
月
21
日（
金
） 

参

加

料
　
600
円 

（
保
険
料
・
高
速
道
路
料
金
含
む
） 

※
当
日
徴
収
い
た
し
ま
す
。 

申
込
方
法
　
左
記
の
窓
口
に
申
込
用
紙

　
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要

　
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
お
申
込
く
だ

　
さ
い
。
ま
た
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も

　
受
け
付
け
ま
す
。 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
申
込
者
に

　
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

問
合
せ
先 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

☎
６
２-

９
７
０
６  

６
２-

６
２
５
６ 

七
戸
体
育
館 

☎
６
２-
２
０
５
１  

６
２-

２
４
０
１ 

天
間
林
体
育
館 

☎
６
８-

４
３
０
３  

６
８-

２
７
５
１ 

     【
第
６
講
座
】（
講
演
） 

　『
た
か
が
ア
ニ
メ
の
教
育
学
　-

サ

ザ
エ
さ
ん
、
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
、
ク

レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん-

』 

講
　
師
　
東
洋
大
学
文
学
部
教
育
学
科 

　
教
授
　
藤 

本  

典 

裕  

氏 

日
　
時
　
９
月
14
日（
金
） 

午
後
６
時
30
分
〜
８
時 

会
　
場
　
柏
葉
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル 

　
日
本
の
３
つ
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ア
ニ
メ

を
通
し
て
、「
子
育
て
」
に
関
わ
る
社

会
・
家
庭
・
教
育
・
学
校
の
意
識
や
取

り
組
み
方
の
変
容
を
眺
め
、
今
私
た
ち

が
世
代
を
越
え
て
学
ぶ
べ
き
こ
と
に
迫

り
ま
す
。 

　
子
育
て
真
っ
最
中
の
パ
パ
・
マ
マ
だ

け
で
は
な
く
、
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
に

理
解
が
あ
り
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
七
戸
町
の
お
じ
い
さ
ん
・

お
ば
あ
さ
ん
に
も
是
非
聞
い
て
頂
き
た

い
内
容
で
す
。 

【
第
７
講
座
】（
講
義
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
） 

　『
ぼ
く
た
ち
の
「
心
」
と
「
体
」
と

「
未
来
」
を
つ
く
る
『
食
育
』
ア
プ
ロ

ー
チ
！！
』 

講
　
師
　
七
戸
町
健
康
福
祉
課 

栄
養
士
　
鳥
谷
部
み
や
子  

氏 

日
　
時
　
９
月
25
日（
火
） 

午
後
６
時
〜
７
時
30
分 

会
　
場
　
七
戸
南
公
民
館
　
集
会
室 

　
町
内
小
学
生
の
生
活
ス
タ
イ
ル
調
査

デ
ー
タ
か
ら
「
食
」
に
関
す
る
実
態
と

課
題
を
見
出
し
、
子
ど
も
た
ち
の
「
心
」

と
「
体
」
を
よ
り
よ
く
育
む
た
め
の
取

り
組
み
の
提
案
を
し
て
い
き
ま
す
。
各

ご
家
庭
で
の
「
食
育
チ
ェ
ッ
ク
」
の
機

会
に
し
て
頂
き
た
い
で
す
。 

※
両
講
座
と
も
無
料
で
ど
な
た
で
も
参

　
加
で
き
ま
す
。 

     

日
　
時
　
９
月
12
日（
水
）　 

午
前
８
時
30
分
〜
12
時
20
分 

※
午
前
８
時
15
分
中
央
公
民
館
集
合 

（
時
間
厳
守
） 

場
　
所
　
七
戸
町
内
の
一
里
塚
・
貝
塚
・

　
　
　
　
神
社
・
古
墳
群
な
ど 

講
　
師
　
天 

間
　
勝 

也  

氏 

参
加
料
　
無
　
料 

携
行
物
　
長
靴
な
ど
森
林
を
歩
き
や
す

　
い
格
好
及
び
雨
具
（
小
雨
決
行
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、
中
央
公
民
館

　
ま
た
は
南
公
民
館
へ
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。（
〆
切
９
月
10
日（
月
）
） 

      

　
児
童
館
ま
つ
り
を
左
記
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。
楽
し
い
催
し
物
を
た
く
さ

ん
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
近
所

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

日
　
時
　
９
月
30
日（
日
） 

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時 

場
　
所
　
七
戸
体
育
館 

 

 

（15） 平成24年（2012）9月号 

児

童

館

ま

つ

り

開

催 

城
南
児
童
館 

☎
６
２-

６
６
５
６ 

城
北
分
館 

☎
６
２-

６
２
８
９ 

in

平
成
24
年
度
七
戸
町
成
人
教
育
事
業 

『
家
庭
教
育
連
続
講
座
』開
催 

生
涯
学
習
課 

☎
６
２-

９
７
０
２  

ふ
る
さ
と
探
訪
と
史
跡
巡
り 

参

加

者

募

集

 

中
央
公
民
館 

☎
６
８-
２
９
２
０  

第
26
回 

東
北
馬
力
七
戸
大
会
開
催 

七
戸
町
愛
馬
会 

☎
６
２-

２
１
２
５  



（16） 平成24年（2012）9月号 

七
戸
町
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ふ
れ
あ
い
広
場
２
０
１
２
開
催 

　
生
涯
学
習
課 

☎
６
２-

９
７
０
２  

平

成

24

年

度

甲

種

 

防

火

管

理

新

規

講

習 

 
中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
消
防
本
部 

 

☎
６
２-

３
１
４
２ 

   

　 

 

日
　
　
時
　
10
月
６
日（
土
）（
小
雨
決
行
） 

　
　
　
　
　
午
前
９
時
集
合 

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
終
了
予
定 

集
合
場
所
　
七
戸
体
育
館
　 

募
集
人
数
　
定
員
100
名
　 

参
加
対
象
　
小
学
生
以
上
　 

参

加

料
　
千
円 

※
イ
ベ
ン
ト
当
日
ご
持
参
下
さ
い
。
　 

　「
昼
食
・
飲
み
物
・
保
険
料
」
含
む

　（
但
し
高
校
生
以
下
無
料
） 

申
込
方
法
　
募
集
チ
ラ
シ
の
申
し
込
み

　
書
に
ご
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ

　
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　 

申
込
締
切
　
10
月
２
日（
火
） 

　
申
込
チ
ラ
シ
を
役
場
窓
口
に
備
付
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
七
戸
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
　 

     

　
七
戸
町
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
紹
介
す
る
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
七
戸
町
の
学
校
支
援
活

動
に
つ
い
て
、
講
演
や
展
示
・
事
例
紹

介
・
実
演
な
ど
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
た

い
方
、
興
味
が
あ
る
方
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
９
月
22
日（
土
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
10
分 

場
　
所
　
七
戸
体
育
館
（
入
場
無
料
） 

内
　
容 

　
講
演
（
大
深
内
中
学
校
　
見
友
健
二
先
生
） 

　
各
学
校
の
活
動
内
容
展
示
・
実
演
・ 

体
験
・
事
例
紹
介 

      

日
　
時
　
10
月
25
日（
木
）、26
日（
金
） 

　
午
前
８
時
40
分
〜
午
後
４
時
10
分 

場
　
所
　
公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家 

受
講
料
　
４
千
500
円 

（
テ
キ
ス
ト
代
、
教
材
等
） 

受
講
定
員
　
100
名 

申
込
期
間
　
９
月
18
日（
火
）〜 

10
月
３
日（
水
） 

※
申
込
期
間
内
で
も
定
員
に
達
し
次
第
締
切 

申
込
み
先
　
中
部
上
北
広
域
事
業
組
合

　
消
防
本
部
予
防
課
・
中
央
消
防
署
・

　
上
北
消
防
署
・
東
北
消
防
署 

      

　
石
鹸
に
簡
単
な
装
飾
を
し
ま
す
。
玄

関
や
部
屋
な
ど
に
置
い
て
香
り
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。 

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。 

日
　
　
時
　
９
月
28
日（
金
） 

　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分 

場
　
　
所
　
七
戸
南
公
民
館
　
和
室 

費
　
　
用
　
会
　
員
　
無
料 

　
　
　
　
　
非
会
員
　
300
円 

　
（
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
で
） 

定
　
　
員
　
20
名 

申
込
締
切
　
９
月
24
日（
月
）ま
で 

      

　「
夏
の
ま
つ
り
」
を
題
材
に
、
年
長

園
児
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。 

期
　
間
　
９
月
３
日（
月
）〜
29
日（
土
） 

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
） 

※
９
月
24
〜
28
日
ま
で
は
午
後
７
時
ま

　
で
展
示 

場
　
所
　
天
間
林
村
商
工
会
館 

参
加
保
育
園
　
み
ど
り
保
育
園
、
榎
林

　
保
育
園
、
道
ノ
上
保
育
園 

      

日
　
時
　
９
月
12
日（
水
）〜 

　
11
月
14
日（
水
） 

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

※
毎
週
水
曜
日
、
延
べ
９
回
開
催 

※
10
月
31
日（
水
）は
お
休
み
し
ま
す
。 

場
　
所
　
七
戸
町
柏
葉
館 

対
象
者
　
小
・
中
学
生（
保
護
者
同
伴
）・

　
　
　
　
高
校
生
・
大
人 

参
加
費
　
無
　
料 

そ
の
他
　
受
講
回
数
９
回
中
７
回
以
上

　
出
席
者
に
修
了
証
書
を
授
与
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

     

　「
上
十
三
男
女
共
同
参
画
ま
つ
り
　

十
和
田
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
家
族

揃
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
10
月
８
日（
祝
・
月
） 

　
　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
３
時
30
分 

場
　
所
　
十
和
田
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
十
和
田
市
西
三
番
町
２-

１
） 

内
　
容
　
落
語
も
聞
け
る
オ
モ
シ
ロ
講

　
演
会
「
人
生
ま
ぁ
る
く
い
き
ま
し
ょ

　
う
」（
講
師
は
落
語
家
の
林
家
花
丸

　
さ
ん
）、
朗
読
劇
、
放
射
線
に
つ
い

　
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
絵
本

　
読
み
聞
か
せ
、
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
マ
ッ

　
サ
ー
ジ
、
気
楽
な
語
り
場
、
ご
当
地

　
食
べ
も
の
コ
ー
ナ
ー
、
地
場
産
品
・

　
加
工
品
販
売
な
ど
。 

無
料
託
児
あ
り 

　
１
歳
半
〜
就
学
前
ま
で
。
要
予
約 

   

in

in

石

鹸

デ

コ

パ

ー

ジ

ュ 

講

座

の

お

知

ら

せ

 

七
戸
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
　
事
務
局 

附
田
み
わ 

☎
６
８-

３
４
０
６  

手

話

講

習

会

開

催

 

七
戸
手
話
サ
ー
ク
ル
　
岡
村 

☎
６
２-

２
７
４
６  

ゆ
る
り
し
ち
の
へ
七
里
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

〜 
秋 
奥
州
街
道
コ
ー
ス 

〜 
　
商
工
観
光
課 

☎
６
２-

２
１
３
７ 

　 

６
２-

６
２
４
５ 

第
３
回
し
ち
の
へ
絵
画 

コ

ン

ク

ー

ル
「

夏

」
展

 

天
間
林
村
商
工
会 ☎

６
８-

２
１
８
９ 

上
十
三
男
女
共
同
参
画 

ま
つ
り
　
十
和
田
開
催 

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

☎
０
１
７-

７
３
２-

１
０
８
５  



 

　「
戸
籍
の
窓
口
」
へ
の
掲
載
は
、

届
け
出
時
に
掲
載
を
希
望
さ
れ

た
方
だ
け
を
載
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
市
町
村
に
届
け
出
し

「
広
報
し
ち
の
へ
」
へ
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
民
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

☎ 

６
８
ー
２
１
１
２  

た
い
き 

り
ょ
う
す
け 

し
ん
ぺ
い 

あ
　
お 

せ
り
な 

あ
や
か 

う
　
み 

 

     

法
務
大
臣
よ
り
、
平
成
24
年
７
月
１

日
付
け
を
も
っ
て
人
権
擁
護
委
員
に
諏

訪
道
子
さ
ん
と
荒
谷
利
津
子
さ
ん
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
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７
月
16
日
〜
８
月
15
日
 

  ◎
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

 
　
子
ど
も
　
　
　
母
親
　
　
住
所
 

 

野
沢
　
太
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子
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ん
　

志
　
穂
さ
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山
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向
中
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心
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く
　
ん
　

恵
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さ
ん
　

矢
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葵
音
く
　
ん
　

玲
　
菜
さ
ん
　

舘
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 楠
　
　
芹
奈
ち
ゃ
ん
　

雪
　
子
さ
ん
　

原
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 天
間
　
彩
夏
ち
ゃ
ん
　

　
愛
　
さ
ん
　

天
間
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 中
村
　
宇
美
ち
ゃ
ん
　

瀬
　
名
さ
ん
　

榎
林
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清
水
一
護
く
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友
　
美
さ
ん
　

二
ツ
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伊
藤
　
匠
馬
く
　
ん
　

基
　
子
さ
ん
　

一
本
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 ◎
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

 　
角
　
鹿
　
大
　
地
さ
　
ん  

　

蒼
　
　
前
 

　
中
　
岫
　
美
　
咲
さ
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野
　
　
続
 

 ●
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
 

 工
　
藤
　
征
　
行
さ
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70
歳  

十
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野 

成
　
田
　
昌
　
泰
さ
ん 

84
歳  

天
　
王 

宮
　
田
　
ミ
サ
ヲ
さ
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津
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中
　
沢
　
清
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七
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大
沢
田
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郎
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歳  

蒼
　
前 

新
　
山
　
忠
　
吉
さ
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94
歳  

寒
　
水 

数
　
牛
　
久
五
郎
さ
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72
歳  

銀
南
木 

大
　
池
　
キ
　
ミ
さ
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65
歳  

舘
　
野
 

              

田
　
中
　
　
　
悦
さ
ん 
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歳  

舘
　
野 

和
　
田
　
ハ
　
ナ
さ
ん 

80
歳  

　
曙 

坪
　
　
　
ツ
　
ギ
さ
ん 
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歳  

坪
　
１ 

天
　
間
　
ト
　
ミ
さ
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天
間
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松
　
　
　
典
さ
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70
歳  

上
野
崎 

大
　
池
　
健
　
一
さ
ん 
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歳  

上
野
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田
　
厚
　
子
さ
ん 

55
歳  

榎
林
３
 

二
ツ
森
富
右
エ
門
さ
ん 

81
歳  

二
ツ
森
 

中
　
村
　
主
　
　
さ
ん 

70
歳  

榎
林
１
 

  

く ら し の 相 談 窓 口  
 

お気軽にご相談ください。相談料は無料《秘密厳守》。 
 

行政・人権相談 
（人権問題や悩みごと、行政への要望など） 
 
町民課☎68－2112、庶務課☎62－2111 
日　時　9月12日（水）午前９時～12時まで 
場　所　七戸町役場 
　　　　本 庁 舎　2階 第3会議室 
　　　　七戸庁舎　3階 第1・第2会議室 
相談員　行政相談委員、人権擁護委員 

 
 

消費生活相談 
 
しちのへ暮らしの相談会 
（弁護士による無料相談） 

 
企画財政課☎68－2940 

日時・場所　9月12日（水） 柏　葉　館 
　　　　　9月26日（水） 中央公民館 
　　　　　いずれも午前10時～午後4時 

諏訪道子さん 荒谷利津子さん 

い
ち
ご 

た
く
ま 

 

（17） 平成24年（2012）9月号 

平成24年７月31日現在  
★人口と世帯 

　男　　　8,392人　（－   2） 

　女　　　9,087人　（＋ 28） 

　計　　 17,479人　（＋ 26） 

世帯数　6,900世帯　（＋ 23） 

　（　 ）内は前月比  
★交通事故 

　件数    4件　（27件）　〈　0〉 

　傷者    5人　（40人）　〈＋1〉 

　死者    0人　（  0人）　〈　0〉 

　（    ）内は１月からの累計 

　〈    〉内は平成23年同月末比  

★町内の火災 

　建　　　　物　 1件  （4件） 

　林野・その他　 0件  （3件） 

　（    ）内は１月からの累計 

　 
＋ 
－ 

　 
＋ 
－ 

戸
籍
の
窓
口
 

町の統計  

人
権
擁
護
委
員（
再
任
）の 

お

知

ら

せ

 
町
民
課 

☎
６
８-

２
１
１
２  
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●発行者　七戸町　企画財政課 

　　　　　〒039－2792　青森県上北郡七戸町字森ノ上131－4　℡ 0176－68－2117

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●入館時間●　午前10時～午後５時30分（閉館は６時） 

●入 館 料●　一般700(500)円　学生300(240)円　小中学生は無料  
＊小学3年生以下のお子様は保護者様の同伴が必要です。 
＊（ 　）内は20名様以上の団体、JAF会員、県民カレッジ受講者割引料金 
＊「あおもりア－トぐれっとパス」もご活用いただけます！十和田市現代美術館、三
　沢市寺山修司記念館そして当館、３館すべての展示をご鑑賞いただけます。有効
　期限は10/31迄。各館にて販売。料金は大変お得！大人1,000円、大学生800円 

●休 館 日●　定休日＝毎週月曜日 
　　　　　　　展示替え休館＝9月18日～21日まで 

●問合せ先●　町立鷹山宇一記念美術館　☎ 62－5858 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　「女優ポートレート」「花」の写真家として知られる写真界の大
御所・秋山庄太郎の回顧展。写真芸術とともにその生涯を約200点
の作品によりご紹介します。「ネガティブからポジティブへ」とは、
どんな苦難や苦悩をも逆に作品を生み出す糧にした秋山の美学。本
展では、混迷の現代社会=「今」を生きる多くの方々に「心」の支援
をおくります。お誘い合わせのうえ是非ご来館ください。皆様のお
越しを心よりお待ち申しあげております。 

 

 

いよいよ９月17日（月･祝)まで 

メロディー 
東日本大震災復興支援 

　 

9/7(金)、8(土)、9(日) 
「第３回まちかど美術館～ 

LOVE♥しちのへ」開催！！ 
 

9/7(金)、8(土)、9(日) 
「第３回まちかど美術館～ 

LOVE♥しちのへ」開催！！ 
【会場＝七戸商店会加盟協力各店】  
　町内全保育園、幼稚園の５才児さんがカメラマンに変
～身！「七戸の好きなところ」を写真に表現してもらい
ました。いろいろな場面で感じ取ったものを素直に表現
できる子どもたちならではの七戸町の魅力がそこにあり
ます！しちのへ秋祭りと共に是非ご鑑賞ください。 

 
 

 

 

 

　町では、小・中学校の児童生徒の国際感覚と外国語能力向上のため、２人のALT（外国語指導助手）を各学校

に派遣しています。日本文化に興味津々の２人です。町で見かけたら笑顔で声をかけてあげてください！ 

皆さんよろしくお願いします。（ALTの紹介） 

アメリカ合衆国カリフォルニア州レッドランズ市出身。 
1988年5月10日生まれの24歳。カリフォルニア州立大
学卒業。七戸地区を担当しています。 

■趣　　味　ピアノ、ギター、よさこい、 
　　　　　　ワンピース（漫画）、スーパー戦隊（テレビ） 

■町の印象　ピュアグリーン。自然が多いです。 

■やってみたいこと 
　　　　　　スノーボード、日本中を旅行したい。 
 

 

 

アメリカ合衆国カリフォルニア州バーリンゲーム市出身。 
1989年5月8日生まれの23歳。ミネソタ州マカレスター
大学卒業。天間林地区を担当しています。 

■趣　　味　読書、テレビゲーム、 
　　　　　　フィクション系の物語を書くこと 

■町の印象　静かで平和で、価値ある長い歴史を持つ町 

■やってみたいこと 
　　　　　　現代美術館に行くこと、絵馬を集めること、
　　　　　　いろいろな種類の青森りんごを食べること。 
 
 

 

ケーディ・デイビッド・ 
　　スティーブン さん 

Cady David Steven 

 みなさんこんにちは。
私が教えている子ども
たちはとても勉強を頑
張っています。子どもた
ちからもいろいろと学
んでいます。七戸町に迎
え入れてくれてとても
感謝しています。 
 

タカハラ・ティモシー　 
　　タダユキ さん 

Takahara Timothy Tadayuki 

 はじめまして、ティモ

シー・タカハラです。今

年から英語の学習のお

手伝いをします。早く子

どもや町の方々と仲良

くなりたいです。よろし

くお願いします。 

 

＊9/9(日)迄「第72回国際写真サロン展」を併催 

 

秋山庄太郎写真芸術の理念と軌跡 
　　　　　　ネガティブからポジティブへ 
 ▼秋山庄太郎撮影「武坊」＊1943年/写真集『翳(かげ)』より 

 
 
「どうせ死ぬ身だ、それなら
自分の写真と死んでやる・・・」
自分の生きた証を残そうと
有金をはたいて自費出版し
た写真集『翳』。女性・風景・ス
ナップ・動物等37点により構成、
限定150部。やがて招集され
中国大陸を転戦。戦場の瓦礫
の上に座り上官の目を盗ん
では唯一の私有物であるこ
の写真集を見ていた。結果は
想像したとおりだった。「て
めえなんだ！」｢軟派！」｢非国
民！」。見つかるたびに殴ら
れた。しかし、『翳』だけは手
放さなかった・・・ 
 


